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凡例

1 r京都大学百年史』は、京都大学百年史編集委員会が編集する京都大学百
年の歴史であり、総説編1巻、部局史編3巻、資料編3巻よりなる。

2 資料編の構成は次の通りである。

第I編法令・規則 (第 1巻)

第2編百年の出来事 (第2巻)

第3編式典・式辞 ( " ) 

第4編一覧・統計 (第3巻)

第5編年表 ( il ) 

総索引 ( " ) 

3 第4編「一覧ー統計」には、 1897(明治30)年 6月の創立から、 1999(平成

11)年 3月までの、京都大学における組織、人事、教職員数、学生生徒数、

経費等の変遷についての一覧・統計等の資料を収録した。ただし、 f4主

要人事一覧」に関しては、 1999年4月1日付の異動も収録した。

4 第4編は14の項目に分け、必要に応じて細目を立てた。各部局の掲載の

順序は、原則として 『京都大学百年史』部局史編に従った。また、表題は

編者が付した。

5 第 5編「年表」には、創立前史から、 1897(明治30)年 6月の京都帝国大

学創立および1949(昭和24)年 5月の新制京都大学の発足を経て、1999(平成

11)年 3月までの京都大学に関わる主な事項および参考事項を収録した。

6 f総索引」は、『京都大学百年史J総説編および部局史編の記述のなかか

ら、人名と事項についての主な語句を選択して作成した。

7 明治5年以前は太陰暦に従って元号を中心に表記し、 1873年以後は太陽

(1) 



暦に従って西暦を中心に表記した。

8 各編および各項目における典拠、特記事項等については、それぞれに凡

例を付した。
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第 4編

一覧・統計



1 沿革図

凡例

1 本図は、京都大学における学部・大学院・教養部、附置研究所・センタ一

等、部局附属施設、および併設学校等の沿革を示したものである。また、前

身の学校・施設な Eについても、可能な限り示した。

2 法令または告示によって規定されたものについては、名称の下に公布年月

目、種類、番号を示した。根拠となる法令の存在しないものについては、京

都大学事務局所蔵の資料、『京都大学百年史J総説編および部局史編の記述な
Eにより設置年月日を示した。なお、勅令は勅、政令i立政、文部省令は省、
文部省告示は告と表記した。

3 前身あるいは後身の分科大学・センター・施設等が、他大学や他部局とな

る場合は、その名称に( )を付し、他部局の附属施設となる場合には、( ) 

に所属する部局名を略称で示した。



2 学科・専攻・講座・学科目・研
究部門の変遷

凡例

1 本図は、京都大学における学科・専攻・講座・学科目・研究部門の変遷を

示したものである。

2 法令または告示によって規定された学科・専攻・講座・学科目・研究部門

については、名称の下に公布年月日、種類、番号を示した。根拠となる法令

の存在しないものについては、京都大学 『講座別定員調J、『全国大学一覧』
および 『京都大学百年史j部局史編の記述をもとに設置年月日を示した。な

お、勅令は勅、政令は政、文部省令は省、文部省告示は告と表記した。

3 近年の大講座化、大学院重点化などによる改組については、『講座別定員

調』および『京都大学百年史』部局史編の記述をもとに、主な定員の変遷を

基準に可能な限り改組前後の関係を表記するよう努めた。なお、作表の都合

上、線で結び付けず、( )で表記したものもある。

4 掲載の順番は、法令または『京都大学概要』における表記の順にしたがっ

た。ただし、作表の都合上、 )1頂番を変更した箇所もある。

5 変遷が他大学、他部局にまたがる場合は、( )で大学名、部局名を表記し

た。その際、名称が異なるものとなっている場合にはく 〉で表記した。ま

た、近年の改組において部局附属施設から定員の振替があった場合は施設名

等を表記し(附)と付した。

6 いわゆるナンバー講座については、当初1講座のみの設置であった場合も、

「第一」と表記した。

7 客員講座および客員研究部門については、名称の前に※を付した。

8 大学院重点化以前の大学院独立専攻の講座については、名称の後に(院)

を付した。

9 協力講座、寄附講座および寄附研究部門については、省略した。



3 事務局機構の変遷

九例

1 本図は、 1998(平成10)年5月1日現在の事務局およびその前身の機構の組

織の変遷を示したものである。

2 旧制期については、「京都帝国大学分課規程Jr京都帝国大学会計課事務分
掌規程Jr京都帝国大学庶務課事務分掌規程Jなどをもとに作成し、新制期に
ついては 『京都大学職員録jをもとに作成した。

3 部、課、掛などの順は、原則として規則で定めたものに従った。

4 現在年月日は、旧制期については各規程の達示日、新制期については職員

録の発行日とした。



4 主要人事一覧

凡例

l 本表は、 1999(平成11)年4月1日までの、京都大学における主要な人事の

一覧を示したものである。

2 本表は、京都大学事務局所蔵の履歴書および人事記録、 『京都大学学報』等

をもとに作成した。

3 就任の日付は発令日とした。在任終了日については、典拠中に特に明記さ

れている場合を除いて、昇任・転任・後任者の就任の前日とした。なお、 (6)に

ついては、後任者の就任の前日をもって退任日とした場合には、串を付した。

4 1999年4月1日現在の在職者は「一Jで表記した。
5 (6)は、いわゆる教授評議員のみを掲げ、評議員在任中に部局長に任じられ

た場合は、評議員の任期を終了したものとした。

6 (7)は、京都大学を本官とする教授・助教授を掲げ、部局ごtに五十音順(漢
字のJISコードの順)仁掲載した。

7 (8)は、京都大学庶務部広報調査課編 f京都大学歴代職員録Jに掲載された
範囲tした。
8 人名はすべて新字体を使用した。

9 事務取扱は扱、心得は得、兼任は兼、事務嘱託は嘱、事務局付は付と略記
した。



5 施設分布図

九例

1 本図は、京都大学の主要な施設の分布を地図上に示したものである。

2 (1)については 『京都帝国大学概覧』昭和16年度、 (2)については『京都大学概

覧』昭和35年度、 (3)については 『京都大学概要』平成10年度をもとに作成した。

3 京都市内の諸施設は省略した。

4 各部局附属の施設については、施設名のあとの( )に1998年度現在の部

局名を略記した。略記した部局の名称は以下のとおりである。

理=理学研究科、工=工学研究科、農=農学研究科、場=農学研究科附属農

場、 j寅=農学研究科附属演習林、防=防災研究所、霊=霊長類研究所、超=超

高層電波研究センター



6 教職員数

凡例

1 本表は、京都大学における教職員の定員数と現員数の変遷を示したもので

ある。

2 (1)については、旧制期は 『官報』、新制期は「京都大学予算定員調J(京都大
学事務局所蔵)をもとに作成した。 (2)については、旧制期は『文部省年報』、

新制期は「定員現員綴J(京都大学事務局所蔵)および 『京都大学概要』をも
とに作成した。

3 法令の日付は公布日を採用した。

4 研究所教職員の定員数における( )には兼任を示した。

5 人数の右の「女」は女性、「外Jは外国人の数をいずれも内数で、典拠に記
されている年度に限り示した。

6 当該の項目が制度化されていない場合には i-Jで表記し、数値が不明の
場合は空欄とした。

7 (2)の1942年度はデータが存在しない。



7 学生生徒数

凡例

1 本表は、京都大学における学生生徒数の変遷を示したものである。

2 (1)-(6)および(8)については、旧制期は 『文部省年報』、新制期は「学校基本

調査J(京都大学事務局所蔵)および『京都大学概要』をもとに作成した。ま
た、 (7)については「学生数J(京都大学事務局所蔵)および 『京都大学概要J
をも tに作成し、 (9)については 『京都大学概要jをもとに作成した。なお、
(7)の1966年度はデータが存在しないため、「学校基本調査」より算出した。

3 人数の右の「女Jには女性、「外」には外国人を内数で示し、「外女jには
外国人女性を女性・外国人両方の内数で、それぞれ典拠に記されている年度

に限り示した。

4 当該の項目が制度化されていない場合には「一」で表記し、数値が不明の

場合は空欄とした。

5 医学研究科を除く博士課程は、 1963年4月以後博士後期課程となった。

6 (7)の国名等は、原則として典拠中の表記に従った。



8 研究生・日本学術振興会特別研究員
-研修員数

凡例

1 本表は、京都大学における研究生、日本学術振興会特別研究員、研修員数

の変遷を示したものである。

2 研究生は、京都大学研究生規程(1975年12月9目、達示第37号)によって規

定されたものを指す。ただし、 1988年度までは全学的なデータが存在しない。

3 日:本学術振興会特別研究員についてはいわゆる PD(大学院博士課程修了

者等)と DC(大学院博士課程在学者)の合計数を示した。また、 1985年度以前

の日本学術振興会奨励研究員の数字も含んで、いる。

4 研修員11、京都大学研修規程(1950年7月15日、達示第11号)によって規定

されたものを指す。

5 (lX2)(3)とも各年度の「会計検査調書J(京都大学事務局所蔵)をもとに作成し
た。各年度の調査月日が異なるため、それぞれの年月日を記した。

6 (1)の人数の右の( )には、外国人留学生を内数で示した。

7 当該部局が存在しない場合には、 r-Jで表記した。
8 (2)(3)の1964年度はデータが存在しない。

9 部局名は、 1998年度現在の名称を記した。すでに廃止されている部局は、

廃止時の名称を記した。



9 外国人研究者受入数

凡例

I 本表は、京都大学における外国人研究者受入数の変遷を示したものである。

2 外国人教師は、 1969(昭和44)年4月16日付文部事務次官通知「外国人教師

の取り扱いについて」にもとづき、外国語科目または専門教育科目を担当さ

せるにたる高度の専門的学識または技能を有する外国人で、常勤の教師とし

て雇用する者を指す。

3 外国人非常勤講師は、外国籍の非常勤講師を指す。

4 外国人研究員は、 1975(昭和50)年12月15日付文部事務次官通知「外国人研

究員制度について」にもとづき、国立大学共同利用機関、国立大学附置の共

同利用の研究所等において共同研究等に参画させるため、招鴨し常勤の研究

員として雇用する外国人を指す。

5 招へい外国人学者は、 1977(昭和52)年3月22日制定の「京都大学招へい外

国人学者等受入れ要項」にもとづき、国立学校設置法施行規則第30条の 3の

勤務の契約によらない者て、原則として 1月以上部局の教育研究に貢献し、

本学の教授、助教授又は講師と同等以上の資格があると認められる者を指す。

6 外国人共同研究者は、 1977(昭和52)年3月22日制定の「京都大学招へい外

国入学者等受入れ要項」にもとづき、日本学術振興会の国際交流事業、日本

国際教育協会の帰国外国人留学生短期研究制度、京都大学後援会の国際交流

の促進に対する助成事業、科学研究費補助金、その他各種の国際交流事業等

によって招聴される外国人研究者で国立学校設置法施行規則第30条の 3の勤

務の契約によらない者のうち、招へい外国人学者として受け入れる者を除い

た者を指す。

7 外国人研修員等は、外国人受託研修員、中国医学研修生、国連大学派遣研

究員、ユオ、スコ国際大学院研修講座研修生を指す。

8 本表は、各年度の 『京都大学概要』をもとに作成した。

9 外国人研究員それぞれ( )には、客員教授・助教授を、招へい外国人学

者の( )には招へい教授数をそれぞれ内数で示した。

10 当該国名等が存在しない場合には「一」で表記した。

11 1978年度以前は全学的なデータが存在しない。



10 博士学位授与数

凡例

1 本表は、京都大学における博士学位授与数の変遷を、根拠となる法令ごt

に示したものである。

2 1898年勅令第344号による授与数については、 『京都帝国大学一覧jを典拠

tし、 I官報jによって補った。 1920年勅令第200号による授与数については、
『京都大学学位録』、 『京都大学一覧jを典拠tした。 1953年文部省令第9号に
よる授与数については、京都大学事務局所蔵の資料を典拠とした。

3 1898年勅令第344号による授与のうち、総長は総長推薦、論文は論文提出に

よるものを示した。また、 1953年文部省令第9号による授与のうち、( )に

は論文提出によるものを内数で示した。

4 当該項目が制度化されていない場合には、「一」で表記した。



11 蔵書数

凡例

1 本表は、京都大学における蔵書の毎年の累計数を示したものである。

2 1898年度については『京都大学附属図書館六十年史J、1899-1945年度につ
いては各年度の「京都帝国大学附属図書館増加図書員数年報Jr京都帝国大学
増加図書統計年報J(いずれも京都大学附属図書館所蔵)、 1946-59年度につ
いては「蔵書統計綴J(同)、 1960-79年度については「京都大学蔵書統計J
(同)、 1980-98年度については各年度の 『京都大学概要Jより作成した。
3 当該部局が存在しない場合には、「一」で表記した。

4 部局の名称については、原則として典拠中の表記に従った。

5 典拠に明記された各年度の現在年月日は次のとおり。

1911年度=1912年3月、 1919年度=1920年7月5日、 1946-50・52-58・

61・69-71・73-79年度=翌年3月31日、 1962・65-68・72年度=翌年

3月、 1980-89年度=同年5月1日、 1990-98年度=同年3月31日



12経費

凡例

1 本表は、京都大学における経費の変遷を示したものである。

2 (1)(2)は「京都帝国大学歳入歳出決定計算書」、 (3)は「文部省所管経費決算報

告書J、(4)(5)は「文部省所管一般会計歳入歳出決算報告書J、(6)(7)は「京都大
学歳入歳出決算書J(いずれも京都大学事務局所蔵)より作成した。
3 (1)の諸収入の内訳は、主要な項目のみ示した。なお、 1907-10年度、 1944

年度の内訳は不明である。

4 (2)の俸給及諸給は、俸給、退官及死亡賜金、賞与、死傷手当を合算したも

のであり、旅費は、教官外国派遣費を合算したものであり、校費は、庁費、

修繕費、学生費、賠償及訴訟費を合算したものである。

5 (3)の1907-17年度については、歳出はない。

6 (4)(6)の雑収入の内訳は、主要な項目のみ示した。

7 (1)-(3)については円未満、 (4)ー(7)については千円未満を四捨五入した。



13 科学研究費

凡例

l 本表は、京都大学における科学研究奨励費、科学研究費交付金、科学研究

費補助金の変遷を示したものである。

2 1918-46年度は「文部省所管経費決算報告書J、1947・48年度は「決算報告
書J、1949年度以降は「会計実地検査調書J(いずれも京都大学事務局所蔵)
より作成した。

3 1918-46年度の種別は以下のとおり。

1918-38年度:経常部(目)科学研究奨励費

1939-44年度:経常部(目)科学研究奨励費、(目)科学研究費

なお、 1943年度には、臨時部(目)緊急科学研究費がある。

1945-46年度:経常部(目)科学研究費、(目)諸補助金

4 1947年度以前の件数、 1953年度の件数・金額、および1954年度の科学研究

助成補助金助成研究はデータが存在しない。

5 1946年度までは円未満、 1947年度以降は千円未満を四捨五入した。



14 外部資金受入状況

凡例

l 本表は、京都大学における奨学寄附金、受託研究費、民間等との共同研究

の件数および金額の変遷を示したものである。

2 (1)は「京都帝国大学歳入決定計算書Jr文部省所管一般会計歳入決算報告書」
「京都大学歳入決算書」、 (2)(3)は「京都大学歳入決算書附属内訳書J(いずれも
京都大学事務局所蔵)より作成した。

3 (2)(3)について、当該部局が存在しない場合には、「一」で表記した。

4 1946年度までは円未満、 1947年度以降は千円未満を四捨五入した。



第 5編

年 表



凡例

I 京都大学関係、事項については、総説編、資料編l・2を中心に採用し、各

部局に関することは部局史編1・2. 3より重要と恩われる項目を採用した。

2 記述内容については、総説編、部局史編1・2・3、資料編1・2に依拠

するとともに京都大学事務局所蔵資料、『官報』、 『京都大学学報』、『京大広

報j、『京都大学新聞』、 『京都新聞』、文部省『学制百年史』、岩波書底編集部

編『近代日本総合年表』第3版(岩波書底)、歴史学研究会編『机上版 日本

史年表J増補版(岩波書底)な Eを参照した。
3 学内機関や学内規則な Eの名称の「京都大学J1京都帝国大学」は、原則と
して省略した。

4 法令については、法律・勅令・文部省令・文部省告示なEの種類を示して、

法令番号を付した。学内規則類については原則として、達示・裁定(総長裁

定)・告示な Eの種類を示し、達示・告示および医療技術短期大学部における

規程の場合は番号を付した。

5 年月日は、法令については公布日(官報登載日)を、学内規則類については

達示日・総長裁定日・告示日などを掲載した。日付不明の事項はその月末に、

月日不明の事項はその年末に配置した。月の上旬・中旬・下旬は、 11.上J
のように記載した。年度以外が不明の事項は、「この年度、……」のように記

載して、たとえば1950年度なら1950年の末に配置した。

6 参考事項の月日はイタリック体で表記した。



『京都大学百年史』編集の経緯

1990 (平成2)年

9月11日 創立百周年記念事業委員会(第3回)

京都大学百年史編集委員会要項承認

京都大学百年史編集委員会要項制定(資料編1、221頁)

11月7日 百年史編集委員会(第 l回)

[主要議題]

京都大学百年史編集委員会委員長の指名について

編集委員会副委員長の選出および編集主任等の選任について

京都大学百年史編集大綱について

京都大学百年史編集方針について

京都大学百年史編集委員会等への代理出席について

11月7日 百年史編集委員会専門委員会(第 1回)

11月27日 百年史編集委員会専門委員会(第2回)

12月17日 百年史編集委員会専門委員会(第3回)

1991(平成3)年

1月7日

1月18日

2月6日

4月30日

6月4日

百年史編集委員会専門委員会(第 4回)

百年史編集委員会専門委員会(第5回)

百年史編集委員会専門委員会(第6回)

百年史編集委員会専門委員会(第 7回)

百年史編集委員会(第2回)

[主要議題]

京都大学百年史編集大綱(案)について

京都大学百年史執筆要綱(案)について

京都大学百年史部局割当頁(案)について
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1992(平成4)年

資料の収集について

今後の予定について

3月11日 百年史編集委員会専門委員会(第8回)

5月29日 百年史編集委員会専門委員会(第9回)

12月4日 百年史編集委員会専門委員会(第10回)

1993 (平成5)年

3月25日 百年史編集委員会専門委員会(第11回)

5月28日 百年史編集委員会専門委員会(第12回)

7月23日 百年史編集委員会専門委員会(第13回)

10月8日 百年史編集委員会専門委員会(第14回)

11月16日 百年史編集委員会実行委員会(第 1回)

[主要議題]

編集委員会実行委員会の運営について

11月16日 百年史編集委員会(第3回)

[主要議題]

編集委員会副委員長の選任について

部局割当頁の改訂(追加)について

「部局史編Jの編集について

今後の予定について

1994(平成6)年

1月17日 百年史編集委員会専門委員会(第15回)

3月10日 百年史編集委員会専門委員会(第16回)

6月29日

9月6日
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百年史編集委員会専門委員会(第17回)

百年史編集委員会専門委員会(第18回)



11月8日 百年史編集委員会専門委員会(第四回)

1995 (平成7)年

1月30日 百年史編集委員会実行委員会(第2回)

[主要議題]

「部局史編」の編集について

1月30日 百年史編集委員会(第4回)

3月6日

7月17日

9月12日

10月3日

[主要議題]

「部局史編jの編集方針、および刊行計画について

「総説編Ji資料編Ji写真集」資料の収集について

百年史編集委員会専門委員会(第20回)

百年史編集委員会専門委員会(第21回)

京都大学百年史編集史料室要項制定(資料編1、237頁)

百年史編集委員会実行委員会(第3回)

[主要議題]

百年史刊行にかかる出版社、印刷所の選定について

1996(平成8)年

1月17日 百年史編集委員会専門委員会(第22回)

2月2日 百年史編集委員会(第 5回)

[主要議題]

「部局史編Jの今後のスケジ品-}レについて

「部局史編jの全体構成について

f総説編Ji部局史編J組見本について

原稿整理要領について

3月21日 百年史編集委員会専門委員会(第23回)

7月10日 百年史編集委員会専門委員会(第24回)

9月25日 百年史編集委員会専門委員会(第25回)
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12月11日 百年史編集委員会専門委員会(第26回)

1997(平成9)年

1月22日 百年史編集委員会(第6回)

3月19日

5月26日

7月9日

9月22日

9月30日

[主要議題]

「写真集Jについて

索引について

小冊子、および絵はがきの作成について

「部局史編jの口絵写真について

百年史編集委員会専門委員会(第27回)

百年史編集委員会専門委員会(第28回)

百年史編集委員会専門委員会(第29回)

百年史編集委員会専門委員会(第30回)

『京都大学百年史j部局史編1(1，074頁、 2，000部)、部局史編

2 (1，128頁、 2，000部)、部局史編3(1，132頁、 2，000部)、『京都

大学百年史写真集.1(242頁、 10，000部)刊行

11月2日 『京大百年.J(96頁、 30，000部)刊行

1998(平成10)年

1月28日 百年史編集委員会専門委員会(第31回)

3月10日

3月17日

6月10日

6月18日

10月2日

10月9日
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百年史編集委員会専門委員会(第32回)

百年史編集委員会(第7回)

[主要議題]

「資料編」の内容構成およびスケジ、ューノレについて

百年史編集委員会専門委員会(第33回)

『京都大学百年史J総説編(1，414頁、 6，000部)刊行

『京都大学百年史写真集.1 (普及版)(242頁、 500部)刊行

百年史編集委員会専門委員会(第34回)



10月27日 百年史編集委員会(第8回)

[主要議題]

「資料編Jの内容構成およびスケジ、ユーノレについて

1999(平成11)年

3月16日 百年史編集委員会専門委員会(第35回)

9月30日 『京都大学百年史j資料編1(1，054頁、 2，000部)刊行

10月22日 百年史編集委員会専門委員会(第36回)

10月29日 百年史編集委員会(第9回)

2000(平成12)年

[主要議題]

編集委員会副委員長の互選について

「資料編2Jについて

「資料編3Jについて

3月9日 百年史編集委員会専門委員会(第37回)

3月9日 百年史編集委員会(第10回)

[主要議題]

「資料編3Jについて

本学の歴史に関する史料の収集・保存・公開について

9月19日 百年史編集委員会専門委員会(第38回)

10月30日 『京都大学百年史』資料編2(1，066頁、2，000部)刊行

2001 (平成13)年

3月12日 百年史編集委員会(第11回)

[主要議題]

平成13年度の編集体制について

3月21日 『京都大学百年史j資料編3(1，154頁、 2，000部)刊行
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[資料]

f京都大学百年史J編集大綱

京都大学百年史編集委員会

1.編集方針

1.近・現代の日本の国家、社会の歩み、学術、文化、教育の発展を背景にお

き、かつ世界的な視野に立って、京都大学百年の歴史を記述する。

2.京都大学の歴史をふりかえることによって、大学の現状についての認識を

深め、 21世紀へ向けての新しい大学像の探求にも役立ちうるものをめざす。

3.既刊の『京都帝国大学史』および『京都大学七十年史jの続編としてでは

なく、可能な限り新史料の発掘につとめ、新しい視点を加味しつつ、創立前

史から1997年までの歴史を一貫して叙述する。

4.明治初年以来の教育政策と教育制度の史的展開の中に京都大学を位置づけ、

旧七帝大など他大学との関連にも留意しながら、わが国の高等教育全体の中

で京都大学が果たした役割を明らかにする。

5.京都大学の伝統と学風を明らかにするため、倉IJ立当時の事情はもとより、

沢柳事件、河上事件、滝川事件など大学自治の歴史の上で重要な諸事件につ

いても詳しく述べる。また、『七十年史Jにおいてはその真相が十分記されて

いない新制大学発足前後の事情についても立ち入って論じる。

6.教育面では、入試制度やカリキュラムの変遷、学生生活の諸相、学生運動

なEにもスペースをさしまた、いわゆる大学の門戸開放について、従来の

京都大学史が取り上げ得なかった事柄にも、さまざまな角度から言及する。

7.すでに消滅もしくは有名無実化している、たとえば尊擁堂や部局内の諸種

の施設とその活動についても可能な限り取り上げ、その歴史を述ぺる。

8.大学キャンパスの歴史について建築史的見地から詳述する。

9.文章は読みやす〈、かつ格調の高いものにする。重要な史料は原文のまま

引用し、写真、図表、年表な Eをできるだけ多〈挿入する。

(備考)

(1) 主要な学制改革によって何が変わり、何が変わらなかったのかを具体的に
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示す。と〈に旧制大学と新制大学の並行期の新旧混在の諸相を分かりやすく

叙述する。

(2) 学外で起こった七博士事件や南北朝正閏問題のように、本学教官が直接、

間接に関わった事件についても可能な限り取り上げる。

(3) 大学のいわゆる門戸開放については、たとえば選科生、聴講生、女子学生

入学、外国人留学生、 学外者を対象にした各種の公開講座な Eを子掛かりに

しながら考察する。とくに大正8年に始められた女性聴講生(医学部、経済学

部な1:')の受け入れ、および旧制大学における男女共学の実態を明らかにす

る。

(4) 執筆にあたっては、書簡、日記、メモ、回想など同時代を証言する史料を

できるだけ多〈採用し、必要に応じて、元教職員、卒業生などに対する聞き

取り調査を行う。

(5) 原稿執筆についての詳細は別に執筆要綱において定める。

(6) 以上の編集方針は部局史にも基本的に適用されるが、部局史の執筆につい

てはこの方針以外制約を加えず部局に一任する。ただし、全体の統一、調整

をはかるため、提出された原稿に対する訂正な Eは諒解していただし

II.内容

1.時代区分

前史会密局から第三高等学校へ明治 2-30年

第1期創立から大正7年まで(分科大学時代)

(1) 明治30-39年

(2) 明治40 大正7年

第2期大正8年から昭和21年まで

(1) 大正8一昭和 7年

(2) 昭和 8-21年

第3期昭和22年から42年まで

第4期昭和43年以降

(備考)

この時代区分は総説を念頭においたものであるが、部局史、資料編にもお

おむね適用されうると思われる。

1109 



2.総説は、京都大学全体の歴史を総括的に扱う部分で、ここでは京都大学の

行政、施設、財政、学術の研究と教育の変遷、学生生活と学生運動、大学全

体にかかわる重要事件、卒業生の社会的進路と活躍な Eについて、時代的背

景と関連づけながら記述する。

3.部局史は、各部局における学術研究の発展が主要なテー?となるが(関連諸

学会にも言及)、カリキュラムの変遷な E教育の実際についても可能な限り言

及する。必要に応じて学科別、教室別に専門の学問の発展を述べるとともに、

各部局の全体的な動向にできるだけ詳しく触れるようにする。総説のうちと

くに学術研究および教育に関する部分tの連絡、調整に注意を要する。

4.資料編には、関学以来の主要な法令、学内の規則、財政統計、主要な委員

会の報告書、主要人事、学習カリキュラム、総長式辞、入学・在学・卒業者

の統計、年表等を収めるほか、本部の事務局、学生部および各部局が保存す

る行政文書な Eもできるかぎり収録する。事件や紛争についても、従前の刊

行物に未載の史料を中心に取り上げる。

5.分量とその配分

全体を 7分冊(A5判、横組み)とし、各冊約1000頁を見積もり、.その配分

を次のようにする。

総説 1冊 1000頁:8章、その他

部局史 3冊 3000頁:

1学部、教養部平均150x 10 = 1500 
1研究所、センタ一、施設、医療技術短期大学部

平均44X34今1500

資料 3冊 3000頁

(備考)

頁数は、各部局の継続年数の長短によって比例配分し、部局間のパランス

がとれるようにする。

(平成3年 6月4日)
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京都大学百年史編集委員会委員氏名一覧

委員長

文学部教授

文学部教授

大学院工学研究科・

工学部教授

(平成2年11月1日~平成13年3月31日)

西田龍雄(平成 2年11月7日~平成4年3月31日)

朝尾 直弘(平成4年4月1日一平成7年3月31日)

長尾 真(平成7年4月1日~平成9年3月31日)

大学院工学研究科・ 万波通彦(平成9年4月1日~平成10年3月31日)

工学部教授

大学院経済学研究科・ 菊池光造(平成10年4月1日一平成12年3月31日)

経済学部教授

大学院文学研究科・ 佐々木丞平(平成12年 4月1日- ) 

文学部教授

副委員長

理学部教授 日高敏隆(平成2年11月7日~平成5年3月31日)

大学院工学研究科・ 加藤邦男(平成5年11月16日~平成11年3月31日)

工学部教授

大学院文学研究科・ 嘱波 護(平成11年10月29日~平成13年3月31日)

文学部教授

編集主任

大学院文学研究科・

文学部教授

大学院文学研究科・

文学部教授

服部春彦(平成2年11月7日~平成10年3月31日)

嘱波 護(平成10年4月1日一平成13年3月31日)
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( 1号委員〕

文学部長 朝尾直弘(平成2年11月1日~平成4年3月31日)

理学部長

化学研究所長

食糧科学研究所長

日高敏隆(平成2年11月1日~平成3年3月31日)

作花 j芳夫(平成2年11月1日~平成3年3月31日)

鬼頭 誠(平成2年11月1日~平成3年3月31日)

東南アジア研究セン 矢野 暢(平成2年11月1日~平成3年3月31日)

タ一所長

附属図書館長会西田龍雄(平成2年11月1日~平成4年3月31日)

医 学部 長 井村裕夫(平成3年4月1日一平成3年12月15日)

木材研究所長 佐々木光(平成3年4月1日~平成4年3月31日)
(平成3年 4月12日より
木質科学研究所長)

経済研究所長 佐和隆光(平成3年4月1日一平成4年3月31日)

ヘリオトロン核融合

研究センター長

生体医療工学研究セ

ンター長

大引 得弘(平成3年4月1日一平成4年3月31日)

筏 義人(平成3年4月1日~平成4年3月31日)

医学部長 佐々木和夫(平成3年12月16日~平成5年3月31日)

教育学部長 岡田渥美(平成4年4月1日一平成6年3月31日)

人文科学研究所長 吉川忠夫(平成4年4月1日一平成5年3月31日)

基礎物理学研究所長 長岡洋介(平成4年4月1日~平成5年3月31日)

ウイルス研究所長 畑中正一(平成4年4月1日~平成5年3月31日)

超高層電波研究セン 松本 紘(平成4年4月1日一平成5年3月31日)

ター長

附属図書館長合朝尾直弘(平成4年4月1日一平成7年3月31日)

薬学部長 横山 陽(平成5年 4月1日一平成6年 4月30日)

胸部疾患研究所長 泉 孝英(平成5年4月1日~平成6年3月31日)

原子エオ、ノレギー研究 高橋幹二(平成5年4月1日一平成6年3月31日)

所長

数理解析研究所長 荒木不二洋(平成5年4月1日~平成6年3月31日)
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アフリカ地域研究セ 田中 二郎(平成5年4月1日~平成6年3月31日)
ンタ一長

法 A子立二. 部 長 鈴木茂嗣(平成6年4月1日一平成7年3月31日)

食糧科学研究所長 鬼頭 誠(平成6年 4月1日~平成7年3月31日)

防災研究所長 田中 寅夫(平成6年 4月 1B-平成7年3月31日)

東南アジア研究セン 坪内 良博(平成6年4月1日一平成8年3月31日)

タ一所長

生態学研究センター長 川那部浩哉(平成6年4月1日一平成7年3月31日)

工 A弓24L 部 長 西川 韓一(平成6年5月1日~平成7年3月31日)

経済学部長 菊池光造(平成7年4月1日~平成9年3月31日)

農 学 部 長 丸山 利輔(平成7年4月1日一平成8年3月31日)

化学研究所長 宮本武明(平成7年4月1日~平成8年3月31日)

胸部疾患研究所長 人見滋樹(平成7年4月1日~平成8年3月31日)

経済研究所長 佐和隆光(平成7年4月1日~平成8年3月31日)

附属図書館長 女長尾 真(平成7年4月1日~平成9年3月31日)

理 学 部 長 鎮西清高(平成8年4月1日~平成9年3月31日)

人文科学研究所長 阪上 孝(平成8年4月1日~平成9年3月31日)

原子エオ、ノレギー研究 東 邦夫(平成8年4月1日一平成9年3月31日)

所長(平成 8年5月11
日よりエオ、ノレギ一理工

学研究所長)

木質科学研究所長 乗原正章(平成8年4月1日~平成9年3月31日)

生体医療工学研究セ 谷 嘉明(平成8年4月1日~平成8年6月7日)

ンター長

生体医療工学研究セ 岡 正典(平成8年6月8日~平成9年 3月31日)

ンター長

総合人間学部長 =好郁朗(平成9年4月1日一平成10年3月31日)

医 学 部 長 本庶 佑(平成9年4月1日~平成12年3月31日)

基礎物理学研究所長 益川 敏英(平成9年4月1日~平成10年3月31日)

ウイノレス研究所長 伊藤嘉明(平成9年4月1日~平成10年3月31日)
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数理解析研究所長 斎藤恭司(平成9年4月1日~平成10年3月31日)

超高層電波研究セン 松本 紘(平成9年4月l日一平成10年3月31日)

ター長

附属図書館長合万波通彦(平成9年4月1日一平成10年3月31日)

文学部長 興膳 宏(平成10年4月1日一平成12年3月31日)

防災研究所長 今本博健(平成10年4月1日~平成11年3月31日)

食糧科学研究所長 森 友彦(平成10年4月1日~平成11年3月31日)

東南アジア研究セン 立本成文(平成10年4月1日~平成11年3月31日)

タ一所長

生態学研究センター長 和田英太郎(平成10年 4月1日一平成11年3月31日)

附属図書館長食菊池光造(平成10年4月1日~平成12年3月31日)

化学研究所長 杉浦幸雄(平成11年4月1日一平成12年3月31日)

経済研究所長 藤田昌久(平成11年4月1日一平成12年3月31日)

霊長類研究所長 小嶋鮮三(平成11年4月1日~平成12年3月31日)

放射線生物研究セン 丹羽太貫(平成11年4月1日~平成12年3月31日)

ター長

教育学部長 竹内 洋(平成12年4月1日一平成13年3月31日)

薬学部長 中川照異(平成12年4月1日- ) 

人文科学研究所長 案山正進(平成12年4月1日~平成13年3月31日)

再生医科学研究所長 山岡義生(平成12年4月1日~平成13年 3月31日)

原子炉実験所長 井上 信(平成12年4月1日~平成13年 3月31日)

総合情報メディアセ 富田異治(平成12年4月1日一)

ンター長

附属図書館長会佐々木丞平(平成12年4月1日~

( 2号委員〕

総合人間学部(平成4年9月30日設置)

会愛宕 元(平成4年10月1日~
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文学部

水垣 渉(平成2年11月1日~平成6年4月1日)

山口 知=(平成6年4月1日~平成8年2月16日)

池田秀コ(平成8年2月16日一)

教育学部

山崎高哉(平成2年11月1日一

法学部

龍田 節(平成2年11月1日~平成9年3月31日)

村松岐夫(平成9年4月1日- ) 

経済学部

瀬地山敏(平成2年11月1日~平成12年3月31日)

下谷政弘(平成12年4月1日- ) 

理学部

川那部浩哉(平成2年11月1日一平成5年4月1日)

西村 進(平成5年4月1日~平成8年3月31日)

小菅暗二(平成8年4月1日~平成13年3月31日)

医学部

小川和朗(平成2年11月1日~平成4年3月31日)

福井有公(平成4年4月1日~平成12年3月31日)

日合 弘(平成12年4月1日~平成13年3月31日)

薬学部

中川 照異(平成2年11月1日~平成12年3月31日)

川寄敏祐(平成12年4月1日- ) 

工学部

*卯本重郎(平成2年11月1日~平成3年7月1日)

合西川 幸治(平成3年7月1日~平成5年4月1日)

女加藤邦男(平成5年4月1日~平成11年3月31日)
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矢部 寛(平成11年4月1日~平成13年3月31日)

農学部

荒木幹雄(平成2年11月1日一平成8年3月31日)

野田公夫(平成8年 4月1日一)

教養部(平成5年3月31日廃止)

合足利健亮(平成2年11月1日~平成4年10月1日)

大学院人間・環境学研究科(平成3年4月12日設置)

西村三郎(平成3年5月10日一平成5年12月1日)

青木伸好(平成5年12月1日~平成6年9月22日)

江島義道(平成6年10月16日~平成13年 3月31日)

大学院エオ、ノレギー科学研究科(平成8年4月1日設置)

西山 孝(平成10年7月14日一)

大学院アジア・アフリカ地域研究研究科(平成10年4月1日設置)

太田 至(平成10年7月14日一)

大学院情報学研究科(平即時4月1日設置)

足立紀彦(平成10年7月14日一)

大学院生命科学研究科(平成11年4月1日設置)

森 和俊(平成11年5月1日- ) 

化学研究所

大野惇吉(平成2年11月1日~平成11年3月31日)

尾崎邦宏(平成11年4月1日- ) 

人文科学研究所

藤井譲治(平成2年11月1日~平成6年4月1B) 

冨谷 至(平成6年4月1日- ) 

胸部疾患研究所(平成10年4月9日、再生医科学研究所に改組)
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久世文幸(平成2年11月1日~平成6年3月31日)

泉 孝英(平成6年4月1日~平成11年3月31日)



堤 定美(平成11年4月1日一)

原子エオ、ノレギー研究所(平成8年5月11日エオJレギ一理工学研究所に改組)

吉川 潔(平成2年11月1日- ) 

木材研究所(平成3年4月12日木質科学研究所に名称変更)

高橋旨象(平成2年11月1日~平成12年3月31日)

川井秀一(平成12年4月1日- ) 

食糧科学研究所(平成13年3月31日廃止)

浅田浩二(平成2年11月1日~平成5年2月1日)

村田 幸作(平成5年2月1日一平成13年3月31日)

防災研究所

今本博健(平成2年11月1日一平成13年3月31日)

基礎物理学研究所

長岡洋介(平成2年11月1日~平成9年3月31日)

冨田 憲二(平成9年4月1日~平成13年3月31日)

ウイルス研究所

会畑中正一(平成2年11月1日~平成7年3月31日)

難波雄二郎(平成7年4月1日~平成13年3月31日)

経済研究所

杉本昭七(平成2年11月1日~平成8年3月31日)

岡田 章(平成8年4月 1日一)

数理解析研究所

荒木不二洋(平成2年11月1日一平成8年3月31日)

山崎泰郎(平成8年4月1日~平成9年3月31日)

竹井義次(平成9年4月1日- ) 

原子炉実験所

宇津巴雄彦(平成2年11月1日~平成3年 4月1日)

吉田不空雄(平成3年4月1日~平成3年7月1日)
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西牧研壮(平成3年7月1日- ) 

霊長類研究所

野上絡生(平成2年11月1日一平成5年3月31日)

岩本光雄(平成5年11月1日~平成6年3月31日)

杉山幸丸(平成6年4月1日~平成11年3月31日)

高井正成(平成11年4月1日- ) 

東南アジア研究センター

*土屋健治(平成2年11月1日一平成7年2月27日)

山田 勇(平成7年 4月1日- ) 

大型計算機センタ一

星野 聴(平成2年11月1日一平成7年3月31日)

阿部寿男(平成7年4月1日~平成10年3月31日)

安岡孝一(平成10年4月1日~平成12年3月31日)

沢田篤史(平成12年4月1日- ) 

放射線生物研究センター

杉江勝治(平成2年11月1日~平成5年3月31日)

江島 洋介(平成5年11月1日一平成12年 3月31日)

立花 章(平成12年4月1日- ) 

超高層電波研究センター(平成12年4月1日宙空電波科学研究センターに改組)

深尾昌一郎(平成2年11月1日- ) 

生態学研究センター(平成3年4月12日設置)

川那部浩哉(平成3年5月10日~平成8年3月31日)

和田英太郎(平成8年4月1白一平成13年3月31日)

ヘリオトロン核融合研究センター(平成8年5月11日廃止)

近藤克己(平成2年11月1日~平成8年 5月11日)

放射性同位元素総合センター

倉橋和義(平成2年11月1日- ) 
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環境保全センター

高月 紘(平成2年11月1日~

情報処理教育センター(平成9年3月31日総合情報メディアセンターに改組)

藤井康雄(平成 2年11月1日- ) 

アフリカ地域研究センター(平成8年 4月1日廃止)

太田 至(平成2年11月1日一平成8年4月1日)

遺伝子実験施設

本庶 佑(平成2年11月1日ー平成9年3月31日)

清水 章(平成9年4月1日一)

生体医療工学研究センター(平成10年4月9日廃止)

升田利史郎(平成2年11月1日~平成6年8月1日)

谷 嘉明(平成6年8月1日~平成10年3月31日)

留学生センター

大東祥孝(平成2年11月1日~平成6年3月1日)

家本太郎(平成6年3月1日- ) 

高等教育教授システム開発センター(平成6年6月24日設置)

石村雅雄(平成10年 7月14日~

総合博物館(平成9年3月31日設置)

山中 一郎(平成10年7月27日一

保健管理センター

小川隆三(平成2年11月1日~平成4年3月31日)

森下玲児(平成4年4月 1日~平成12年3月31日)

川村 孝(平成12年4月1日一)

体育指導センタ一

井街 悠(平成2年11月1日一

医学部附属病院

今村貞夫(平成2年11月1日~平成9年7月31日)
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三好功峰(平成9年8月1日一平成12年3月31日)

西村善彦(平成12年4月1日- ) 

農学部附属農場(平成10年4月1日大学院農学研究科附属農場に名称変更)

古川良茂(平成2年11月1日- ) 

農学部附属演習林(平成10年4月1日大学院農学研究科附属演習林に名称変更)

川那辺三郎(平成2年11月1日一平成8年5月11日)

竹内典之(平成8年5月11日~平成10年3月31日)

川那辺三郎(平成10年 4月1日~平成11年3月31日)

竹内典之(平成11年4月1日一)

医療技術短期大学部

高橋清之(平成2年11月1日~平成6年11月1日)

松本雅彦(平成6年11月1日~平成12年3月31日)

森永敏博(平成12年4月1日- ) 

(3号委員) (所属は平成13年3月31日現在、または退任時)

合宮本盛太郎(平成2年11月1日一 ) 総合人間学部

女服部 春彦(平成2年11月1日~平成10年3月31日)大学院文学研究科

合嘱波 護(平成2年11月1日一平成13年3月31日)大学院文学研究科

合筒井 清忠(平成2年11月1日- ) 大学院文学研究科

合村松 岐夫(平成2年11月1日一平成4年12月21日)大学院法学研究科

会高橋康夫(平成2年11月1日- ) 大学院工学研究科

*海原 徹(平成2年11月1日一平成11年3月31日)大学院人間・環境学研究科

会日高敏隆(平成3年 4月1日~平成5年3月31日)理学部

*伊藤孝夫(平成5年 1月8日- ) 大学院法学研究科

会西山 伸(平成5年7月1日一) 大学文書館

合佐々木丞平(平成5年11月16日一平成10年6月10日)大学院文学研究科

会伊藤 之雄(平成6年6月1日一 ) 大学院法学研究科
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食永井 和(平成7年9月1日~ 大学院文学研究科

台高橋秀直(平成7年9月1日~ 大学院文学研究科

安藤井譲治(平成10年2月1日~ 大学院文学研究科

会辻本雅史(平成10年2月1日一 大学院教育学研究科

女富岡 勝(平成10年6月1日~平成13年3月31日)大学院教育学研究科

(会は実行委員会委員を示す)
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京都大学百年史編集史料室構成員氏名一覧

室長

大学院工学研究科・

工学部教授

(平成2年9月11日~平成13年3月31日)

長尾 真(平成7年9月12日~平成9年3月31日)

大学院工学研究科・ 万波通彦(平成9年4月1日一平成10年3月31日)

工学部教授

大学院経済学研究科・ 菊池光造(平成10年4月1日~平成12年3月31日)

経済学部教授

大学院文学研究科・ 佐々木丞平(平成12年4月1日一)

文学部教授

室員

大学院文学研究科・ 西山 伸(平成5年4月1日- ) 

文学部助手、大学文

書館助教授

大学院教育学研究科・ 冨岡 勝(平成10年6月1日一平成13年3月31日)

教育学部助手

図書館専門員 弁狩ら〈子(平成2年9月11日一平成5年3月31日)
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小山 隆義(平成5年4月1日ー平成7年3月31日)

奥 典子(平成7年 4月1日~平成11年3月31日)

長坂みEり(平成11年4月1日一平成12年3月31日)

三原英夫(平成12年 4月1日ー平成13年 3月31日)



事務補佐員

郡 佳子(平成7年 1月18日~平成7年 3月31日)

中島由貴(平成7年 4月1日~平成8年 9月30日)

松田美恵子(平成7年 5月1日~平成8年 3月31日)

大槻佐和子(平成8年 5月1日~平成9年 2月28日)

小津なつみ(平成8年10月16日~平成9年 3月31日)

鈴木敦子(平成9年 1月 1日~平成9年10月31日)

松村英子(平成9年 3月1日~平成11年12月31日)

西郡三佳(平成9年4月 1日~平成9年12月31日)

奥 典子(平成11年 4月 1日- ) 

高畠 千枝(平成12年 1月1日ー平成13年 3月31日)

鶴見太郎(平成6年 1月11日~平成8年3月31臼)

田中 智子(平成6年 1月11日ー平成10年 3月31日)

伊藤のぞみ(平成6年 1月11日~平成12年 5月31日)

勝田知親(平成6年12月1日~平成7年 3月31日)

冨岡 勝(平成6年12月 1日~平成10年 5月31日)

塚本志穂(平成7年 3月18日~平成9年11月15日)

大塚高史(平成7年 4月1日~平成8年 3月31日)

真木利江(平成7年 6月1日~平成8年 3月31日)

辻野恒一(平成7年9月1日~平成8年 3月31日)

安場浩一郎(平成7年9月1日~平成8年 3月31日)

永橋為介(平成7年10月1日~平成8年 3月31日)

大石一男(平成8年4月1日- ) 

中島 尚子(平成9年 2月1日~平成9年 3月31日)

及川英二郎(平成9年 2月1日~平成9年 3月31日)

谷川 穣(平成9年 2月1日- ) 

中島尚子(平成10年 4月1日~

田中智子(平成12年4月1日~
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編集後記

『京都大学百年史J(以下『百年史J1:略記)は、平成9年9月に部局史編3

巻、平成10年6月に総説編が刊行されたのに続き、平成11年9月に資料編l、

平成12年10月に資料編2、そして今回資料編3が刊行され、ここに全7巻が

完結することになった。『百年史J全体の編集方針と部局史編刊行までの経緯

は部局史編の編集後記に、総説編の編集に関しては総説編の編集後記に、そ

れぞれ記されているので、ここでは資料編の編集に関係する事柄し総説編

刊行後の百年史編集委員会および百年史編集史料室(以下編集史料室と略記)

の状況について述べておきたい。

平成2年11月7日開催の第 1回百年史編集委員会において、編集委員長、

同副委員長、編集主任、専門委員を構成員とし全体の編集方針の作成や総説

編の編集、執筆にあたる専門委員会が設置された。専門委員会は西田吉田監初

代編集委員長のもと、平成3年6月4日開催の第2回百年史編集委員会にお

いて rr京都大学百年史』編集大綱J案を提出し、承認された。この編集大綱
によって、『百年史』は総説編1冊、部局史編3冊、資料編3冊の合計7冊、

各冊約1，000頁の構成とすることが決定された。そして資料編に関しては、

資料編には、開学以来の主要な法令、学内の規則、財政統計、主要な

委員会の報告書、主要人事、学習カリキょラム、総長式辞、入学・在学・

卒業者の統計、年表等を収めるほか、本部の事務局、学生部および各部

局が保存する行政文書なEもできるかぎり収録する。事件や紛争につい

ても、従前の刊行物には未載の史料を中心に取り上げる。

との基本方針が定められた。
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さらに朝尾直弘第 2代編集委員長のもと、 平成5年11月16日開催の第3回

百年史編集委員会において f百年史j各巻の刊行スケジ、ュールが議論され、

平成9年6月に部局史編 1-3、平成10年6月に総説編および資料編1、平

成11年6月に資料編2、平成12年6月に資料編3を刊行することが決定され

た。

以上のような方針とスケジ、ユーノレにもとづいて、編集史料室の西山伸助手

(平成5年4月1日就任)を中心として、関係史料の収集や資料編の具体的構

成の検討が開始され、専門委員会においても度々議論が行われるようになっ

た。

しかし、この後長尾真第3代編集委員長、万波通彦第4代編集委員長のも

し部局史編および『京都大学百年史 写真集.1 (平成9年9月)の刊行、さ

らに総説編の刊行が続き、編集史料室は資料編の準備に十分な時聞を割くこ

とができず、ょうやく平成10年3月17日開催の第 7回百年史編集委員会にお

いて、全体を 4編構成とし、第 1編制度史料、第2編事件史料、第3編一覧・

統計、第4編年表(編の名称はいずれも仮称)と定め、各編の頁数の関係から、

第1巻に第 1編、第 2巻に第 2編、第3巻に第3・4編および総索引を収録

する内容構成案が提案され、承認されるにいたった。刊行期限についても、

第1巻は平成11年6月、第 2巻は平成12年6月、第 3巻は平成13年6月と当

初計画より l年遅らせることが承認された。

また、資料編の編集体制の整備が図られ、新たに藤弁護治(大学院文学研究

科・文学部)および辻本雅史(大学院教育学研究科・教育学部)を平成10年2月

1日付で専門委員に加え、両委員および伊藤之雄委員、西山助手を構成員と

する「資料編ワーキング・クツレープ」を専門委員会のなかに設置した。資料

編ワーキング・グソレープは、藤井委員を主査とし、平成10年5月29日に第 1
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回が聞かれた。同年6月1日には冨岡勝が編集史料室の助手に加わり、資料

編ワーキング・グループの構成員となった。資料編ワーキング・グループに

は、菊池光造第5代編集委員長(平成12年4月以降は佐々木丞平第6代編集委

員長)や編集主任の嬬波も参加して、編集史料室が提出した原案にもとづいて

毎回活発な議論が展開され、具体的な項目の設定や史料の選択等の作業にあ

たった。そして、ここで決定された事項は随時専門委員会、百年史編集委員

会の議題にかけられ、承認を得るという形式がとられた。

第1編は「法令・規則Jとして、京都大学に関係する法令および学内規則

を収録することとした。大学の歴史と現状を理解するためには、制度の変遷

についての正確な知識がまず必要と考えられたからである。法令は『官報』

「法令全書Jから網羅的に収集し、学内規則に関しては現行の『京都大学規程

集』を手がかりに前身の規則へ遡及していく形で事務局所蔵の史料や『京都

大学学報』を検索して収集していった。そして、収集した法令・学内規則を

重要度に応じて選択したうえで、制定時および主要な改正時(通則のみはすべ

ての改正を網羅した)の条文を収録し、制定以後の改正に関しては年代と法

令・規則の番号を付して、利用者の検索の便を図るよう努めた。史料の配列

も、年代順ではなく『京都大学規程集』の配列にならい、ある制度がEのよ

うに変遷していったのかということを、追っていけるような形にした。

これに対して第2編は、「百年の出来事」という名称とし、舎密局の創立か

ら現在までの主要な出来事に関する史料を収録することとした。京都大学の

ように歴史も長〈、社会的に取り上げられるような事件や出来事が比較的多

かった大学では、このような形で史料をまとめることが有効であると考えら

れたからである。典拠となったのは、事務局所蔵の史料、『京大広報J等の大

学の刊行物のほかに、これまで編集史料室が寄贈・寄託を受けた貴重な個人
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史料であった。できるだけ多くの出来事を収録するように努めたが.頁数の

制約もあり、かなりの数の史料を割愛したり、抄録としたりしなければなら

なくなった。収集した史料は、後述の「京都大学大学文書館」において保管

して閲覧に供することがすでに決まっており、第2編を読み京都大学の歴史

に興味を持たれた方は、大学文書館においてさらに深〈史料を検索されるこ

とをお勧めする。

入学式・卒業式等大学の式典における歴代総長の式辞は、式典参加者だけ

でなく広〈社会に向けた大学のメッセージであるとも言え、またそれぞれの

時代における京都大学の姿を雄弁に語るものであるので、式辞が語られる場

である式典の変遷を表す史料と tもに、「式典-式辞Jとしてまとめて第3編

とした。

また、京都大学の歴史に関する基礎的なデータを収録する必要があると考

え、第4編「一覧・統計jを設定し、組織や人事、種々の数値の変遷なEを

図や表で示すようにした。作成にあたっては、法令を根拠とするものは 『官

報j、旧制期の数値に関しては主に 『文部省年報jを典拠としたが、その他の

項目に関しては事務局等で集約している統計類をもとに編集史料室で編集し

た。一般的にいって、京都大学における史料の残存状況は決して悪いもので

はないと思われるが、それでもいくつかのデータ一一例えば昭和28年度以前

の外国人留学生数や昭和53年度以前の外国人研究者受入数一ーは今回の編集

に際しての調査では正確な数値を得ることができず、収録を断念した。また、

組織の変遷に関しては、近年のいわゆる大学改革をどのように表記するかが

難しく、 r2 学科・専攻・講座・学科目・研究部門の変遷」において図示を
試みたが、不十分な点もあるかと思われる。いずれも、今後の継続的な調査

が必要な課題であろう。
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第5編「年表」は、舎密局創立から現在までの京都大学に関する重要な事

項を、 『百年史jの記述をもとに収録した。具体的な作業としては、『百年史J

総説編、資料編1および2から重要な事項を抜き出してカードを作成し、可

能な限り原史料にあたって年月日の確認を行った。また、各部局に関する事

項は『百年史』部局史編を参照し、他にも『京大広報Jr京都大学学報』なE
からカードを作成した。こうして蓄積されたカードのなかから、年表の項目

を編集史料室で選択していった。

「総索引」に関しては、その必要性は百年史編集委員会の初期の段階から確

認されており、人名・事項の 2種類を作成すること、最終巻の巻末に収録す

ることな Eも早くから決定されていた。具体的な作成方法について専門委員

会で議論が繰り返されたが、結局、部局史編・総説編とも、最終校正ゲラに

編集史料室においてマーカーで項目の選択を行い、そののち各部局および総

説編執筆者による加除訂正を行う、その際各部局および総説編執筆者は人名

および難読事項の読みを記入する、そのゲラをもとに索引の初枝ゲラを作成

し、再度各部局および総説編執筆者が点検する、という手順で行われた。

以上のような内容構成で、冒頭に述ぺたようにまず平成10年9月に第 1巻

が刊行された。その後、京都大学後援会より、創立百周年にもとづく会計を

平成12年度で終了する関係上、最終巻の刊行を同年度末までに行うよう要請

があり、平成10年10月29日の第9回百年史編集委員会において、資料編3の

刊行を 3か月繰り上げることが承認された。以後、資料編ワーキング・グル

ープおよびその指示をうけた編集史料室は、作業を急ピッチで進め、平成11

年10月に第2巻、そしてこのたび第3巻を刊行するに至ったのである。

ところで、総説編の編集後記において、 『百年史』編集にあたって収集され

た史料を管理し、教育・研究に役立てる恒久的機関として「京都大学史史料
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室」の設置の必要性が述べられていたが、専門委員会では平成9年11月18日

付で「京都大学史史料室設置の提言」を作成し当時の井村裕夫総長に提出し

ていた。その後、『百年史』の刊行が終わりに近づくにつれ、再びこの問題が

提起されるようになり、平成12年3月9日の第10回編集委員会において「本

学の歴史に関する史料の収集・保存・公開について」という要望書を長尾真

総長宛に提出することが決定された。ここでは、『百年史』編集のために収集

された学内外の貴重な史料を保存、公開し、大学の歴史に関する研究=教育

活動を行う恒常的組織が必要であり、このような組織は大学の点検・評価に

も不可欠で‘あり、大学の個性の認識と発展に資するものであると述べられて

いる。折しも、行政機関の保有する情報の公開に関する法律(情報公開法)の

施行を控え、保存期間の過ぎた学内の行政文書の管理について学内でも関心

が高まっていたこともあり、同要望書を受けて総長のもとにワーキングーグ

ノレープが作られ、議論の結果、平成12年11月1日付で「京都大学の歴史に係

る各種の資料の収集、整理、保存、閲覧及び調査研究を行うJ部局として「京

都大学大学文書館」が設置された。平成15年度には同年3月完成予定の時計

台記念館に入ることが決まっており、今後の発展が期待される。なお、百年

史編集委員会は、平成13年度末まで存続して『百年史J刊行後の残務処理に

あたり、編集史料室はこれまで収集された史料の整理を行い、同年度末に大

学文書館にヲ|き継?形をとることが、平成13年3月12日の第11回百年史編集

委員会で承認された。

資料編の編集にあたっては、史料の収集なEで多くの個人・機関の御協力

をいただいた。以下にお名前を記し、深い謝意を表したい。

池田浩士上野弥片岡宏川合一良木下豪児坂口昂吉杉立義一

寺崎秀雄松尾尊充九州大学大学史史料室京都新聞社京都大学新
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聞社国立公文書館国立国会図書館憲政資料室財団法人京都大学教

育研究張興財団財団法人京大会館楽友会東京大学史史料室東洋大

学井上円了記念学術センター 立命館大学図書館立命館百年史編纂室

(五十音順、敬称略)

上記のほか、特に学内規則に関する史料の閲覧、一覧・統計等の資料収集

については、事務局総務部総務課をはじめとした諸部課のほか学内各部局の

事務の全面的な協力を得ることができた。大学沿革史の編集にあたっては、

事務局の支援体制の充実が不可欠で、あるといえるが、『百年史』の場合は長い

編集期間中、一貫して恵まれていたといえるであろう。

資料編編集の実務的作業は、編集史料室の西山、冨岡の両助手が行った。

また、事務補佐員の田中智子、伊藤のぞみ、大石一男、谷川穣、鶴見太郎、

中島尚子、松村英子、高畠千枚は史料の収集・整理、原稿作成・校正等に尽

力し、同じく事務補佐員の奥典子は編集史料室の事務関係一般を処理した。

さらに第一法規出版株式会社、 とりわけ編集担当の南郷贋志氏、重富圭史氏

には大変お世話になった。厚く御礼申し上げたい。

平成13年3月

京都大学百年史編集委員会編集主任 嘱波護
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